
 

 
 

   

 
 
  

(百万円未満切捨て) 

 
(％表示は対前年同四半期増減率) 

  

   

   

   

 

 
  

  

 
(注) 配当予想の当四半期における修正の有無 ： 無 

  

(％表示は、対前期増減率) 

 
(注) 連結業績予想数値の当四半期における修正の有無 ： 無 

  

  

 

 
  (注) 詳細は、３ページ【定性的情報・財務諸表等】 4. その他をご覧ください。 
(4) 発行済株式数（普通株式） 
 ① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 

 
 ② 期末自己株式数 

 
 ③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 

 
  

  当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第12号)及び「四半期財務諸表に関する会計基準の適用指
針」(企業会計基準適用指針第14号)を適用しております。また、「四半期連結財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成して
おります。 
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1. 平成21年３月期第２四半期の連結業績（平成20年４月１日～平成20年９月30日）
 (1) 連結経営成績(累計)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

21年３月期第２四半期 5,869 (△4.9) 291 (△42.7) 324 (△39.5) 175 (△41.4)
20年３月期第２四半期 6,171(2.6) 508 (19.4) 536 (11.5) 298 (17.0)

１株当たり 
四半期純利益

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益

円 銭 円 銭

21年３月期第２四半期 35 92 ― ―
20年３月期第２四半期 61 17 ― ―

 (2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

21年３月期第２四半期 13,576 9,168 67.5 1,932 33
20年３月期 13,811 9,241 66.9 1,891 74

(参考) 自己資本 21年３月期第２四半期 9,168百万円 20年３月期 9,241百万円

2. 配当の状況
１株当たり配当金

(基準日) 第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 年間
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

20年３月期 ― ― ― ― ― ― 24 00 24 00
21年３月期 ― ― ― ― ―――― ――――
21年３月期(予想) ―――― ―――― ― ― 25 00

3. 平成21年３月期の連結業績予想（平成20年４月１日～平成21年３月31日）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり 
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 12,050(0.2) 700(△12.4)720(△9.5)390(△8.7) 81 08

4. その他
(1) 期中における重要な子会社の異動(連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動) ： 無
(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有
  (注) 詳細は、３ページ【定性的情報・財務諸表等】 4. その他をご覧ください。
(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基

本となる重要な事項等の変更に記載されるもの）
 ① 会計基準等の改正に伴う変更 ： 有
 ② ①以外の変更 ： 有

21年３月期第２四半期 5,000,000株 20年３月期 5,000,000株

21年３月期第２四半期 255,074株 20年３月期 115,074株

21年３月期第２四半期 4,874,981株 20年３月期第２四半期 4,886,731株

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
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当第２四半期連結累計期間の事業活動につきましては、株主の皆様をはじめ、お客さま、市場、そし
て社会の信頼に応えうる『企業価値の最大化』の実現を目指すべく、一層の経営効率の向上と、グロー
バルスタンダードに対応する企業体質の構造改革に努めてまいりました。 
事業の拡大につきましては、商品開発力、営業力、コスト競争力の強化に重点をおいた事業基盤の再
構築を協力に推し進め、販売増強による収益の拡大につとめてまいりました。特に新製品の開発につき
ましては、研究開発体制、営業体制の強化をはかり、「お得意先さまのご意見やご忠告を謙虚に素直に
よく聞き、バイサイドの立場に立って行動する」ことを徹底し、スピーディな新製品の提案に注力しま
した。 
また、海外事業につきましては、グローバルな営業体制・生産体制の強化をはかり、環境資材、情報
通信資材の特許品等を中心に、アジア、米国等海外成長市場への展開により増販につとめてまいりまし
た。 
これらの結果、当第２四半期連結累計期間における業績につきましては、売上高は58億69百万円（前
年同期比95.1％）、営業利益は、２億91百万円（前年同期比57.3％）、経常利益は、３億24百万円（前
年同期比60.5％）となりました。 
なお、第２四半期純利益につきましては、１億75百万円（前年同期比58.6％）となりました。 

  

（１）資産・負債・純資産に関する分析 
当第２四半期連結累計期間末における財政状態につきましては、総資産が135億76百万円と前連結会
計年度末に比べて２億35百万円の減少となりました。これは主に、現金及び預金が２億31百万円減少し
たことによるものであります。 
負債の部は、前連結会計期間末に比べて１億63百万円減少し44億７百万円となりました。これは、社
債が３億円増加したものの、支払手形及び買掛金が２億32百万円、短期借入金の返済により１億円、１
年内償還予定社債の償還により２億円それぞれ減少したことによるものであります。 
純資産の部は、91億68百万円となり、前連結会計年度末に比べて72百万円の減少となりました。これ
は主に、自己株式の購入等によるものであります。 
（２）キャッシュ・フローに関する分析 

当第２四半期連結累計期間末における現金及び現金同等物（以下資金）は18億25百万円と前連結会
計年度末と比べ６億81百万円（27.2％）減少しました。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 
当第２四半期連結累計期間において営業活動の結果得られた資金は、２億36百万円（前年同期比

55.0％減）となりました。これは主に、税金等調整前第２四半期純利益２億７百万円によるものであ
ります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）  
当第２四半期連結累計期間における投資活動の結果使用した資金は、６億94百万円（前年同期比

33.0％増）となりました。これは主に、定期預金の預入れ４億50百万円によるものであります。 
 （財務活動によるキャッシュ・フロー） 

当第２四半期連結累計期間における財務活動の結果使用した資金は、２億14百万円（前年同期比
99.7％増）となりました。これは自己株式の購入によるものであります。 

  

今後の経済見通しにつきましては、サブプライムローン問題に端を発した米国経済の悪化、急激な為
替変動、原油・原材料価格の高騰などの影響により、景気の先行きに対する警戒感はなお一層強まり企
業収益の減少、設備投資の鈍化等を背景に景気の減速感がより強まると予想されます。 
このような状況のもと、当社グループとしましては、引き続きグローバルスタンダードに対応する企
業体質への構造改革を経営の基本として、高品質・高機能の不織布・フェルトの技術開発を推進し、お
客さま満足度を向上させ、企業価値を高めてまいります。 
海外関係につきましては、グローバルな運営体制のもと、アジア、米国など環境資材や情報通信資材
を中心に積極的な事業展開をはかるとともに、子会社「富士工香港有限公司」の深セン加工工場での生
産活動の展開により、活動基盤を飛躍的に拡大し、より強固な事業基盤を構築してまいります。 
当社グループは、環境面につきましては、ⅠＳＯ14001を通じ、地球環境保全に取り組み環境に配慮
した事業活動を環境方針に掲げ、ホームページ等を通じ社外へ開示しております。また、当社グループ
の技術の優位性の追求及びコンプライアンスの一層の徹底に取り組み、継続的株主価値の向上につとめ
てまいります。 
通期の連結業績見通しにつきましては、売上高は120億50百万円（当連結会計年度比100.2％）、営業
利益は７億円（当連結会計年度比87.6％）、経常利益は7億20百万円（当連結会計年度比90.5％）、当
期純利益３億90百万円（当連結会計年度比91.3％）を見込んでおります。 

  
  

・定性的情報・財務諸表等

1. 連結経営成績に関する定性的情報

2. 連結財政状態に関する定性的情報

3. 連結業績予想に関する定性的情報
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該当する事項はありません。 
  

① 原価差異の配賦方法 
予定価格等を適用して生じた原価差異の棚卸資産と売上原価への配賦を年度決算と比較して簡便的

に配賦計算しております。  
② 固定資産の減価償却の算定方法 

定率法を採用している資産については、連結会計期間に係る減価償却費の額を期間按分して算出す
る方法によっております。 

  

① 当連結会計期間より「四半期財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第12号)及び「四半期財務
諸表に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第14号)を適用しております。また、
「四半期連結財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。 

② 重要な資産の評価基準及び評価方法 
ア．たな卸資産  

第１四半期連結会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第9号 平成
18年7月5日）を適用し、評価基準については、原価法から原価法（収益性の低下による簿価切り
下げの方法）に変更しております。これにより、営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純
利益はそれぞれ15,264千円減少しております。  

イ．リース取引に関する会計基準の適用  
所有権移転外ファイナンス・リース取引については、従来、賃貸借取引に係る方法に準じた会計
処理によっておりましたが、「リース取引に関する会計基準」（企業会計基準第13号（平成5年6
月17日（企業会計審議会第一部会）平成19年3月30日改正））及び「リース取引に関する会計基
準の適用指針」（企業会計基準適用指針第16号（平成6年1月18日（日本公認会計士協会 会計制
度委員会）平成19年3月30日改正））が平成20年4月1日以後開始する連結会計期間に係る四半期
連結財務諸表から適用することができることになったことに伴い、第１四半期連結会計期間から
これらの会計基準等を適用し、通常の売買取引にかかる会計処理によっております。  
また、所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産の減価償却の方法については、
リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用しております。  
これに伴う営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響は軽微であります。 

ウ．連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の取扱いの適用  
「連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の取扱い」(企業会計基準委員
会 平成18年５月17日実務対応報告第18号）を当第1四半期連結会計期間から適用しておりま
す。 
なお、この変更に伴う損益に与える影響はありません。 

  
（追加情報） 
減価償却資産の耐用年数等に関する平成20年度法人税法の改正を契機として資産の利用状況を見
直しした結果、第１四半期連結会計期間より、改正後の法人税法に基づく法定耐用年数を用いて減
価償却を計算しております。  
これに伴い、従来の方法によった場合と比較して、減価償却費は31,478千円増加し、営業利益、経
常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響はそれぞれ、24,476千円減少しております。  

  

4. その他
(1) 期中における重要な子会社の異動(連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
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5. 【四半期連結財務諸表】

(1)【四半期連結貸借対照表】 

（単位：千円） 

当第２四半期連結会計期間末 
(平成20年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年３月31日) 

資産の部 

流動資産 

現金及び預金 2,205,438 2,436,642 

受取手形及び売掛金 3,803,895 3,858,150 

有価証券 470,119 525,924 

商品 58,907 37,812 

製品 831,183 741,532 

原材料 251,583 284,469 

仕掛品 202,500 215,183 

貯蔵品 120,105 100,147 

その他 171,133 165,626 

貸倒引当金 △3,866 △1,887 

流動資産合計 8,111,000 8,363,602 

固定資産 

有形固定資産 

建物及び構築物 2,030,513 2,020,029 

減価償却累計額 △1,120,550 △1,084,156 

建物及び構築物（純額） 909,963 935,873 

機械装置及び運搬具 5,260,040 5,109,537 

減価償却累計額 △4,026,146 △3,928,971 

機械装置及び運搬具（純額） 1,233,893 1,180,566 

土地 1,006,582 1,006,582 

建設仮勘定 269,456 308,416 

その他 217,516 211,592 

減価償却累計額 △183,904 △180,598 

その他（純額） 33,611 30,994 

有形固定資産合計 3,453,507 3,462,432 

無形固定資産 5,425 5,577 

投資その他の資産 

投資有価証券 809,220 806,713 

関係会社出資金 184,594 184,594 

繰延税金資産 447,282 441,804 

その他 598,500 571,564 

貸倒引当金 △33,072 △24,310 

投資その他の資産合計 2,006,524 1,980,366 

固定資産合計 5,465,457 5,448,376 

資産合計 13,576,458 13,811,978 
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（単位：千円） 

当第２四半期連結会計期間末 
(平成20年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年３月31日) 

負債の部 

流動負債 

支払手形及び買掛金 2,128,905 2,361,067 

短期借入金 350,000 450,000 

未払法人税等 130,000 104,126 

賞与引当金 182,757 180,682 

その他 295,445 413,023 

流動負債合計 3,087,108 3,508,900 

固定負債 

社債 300,000 － 

退職給付引当金 824,295 845,646 

その他 196,293 216,407 

固定負債合計 1,320,588 1,062,054 

負債合計 4,407,697 4,570,954 

純資産の部 

株主資本 

資本金 1,716,300 1,716,300 

資本剰余金 1,599,813 1,599,813 

利益剰余金 5,980,881 5,923,000 

自己株式 △166,737 △69,437 

株主資本合計 9,130,257 9,169,675 

評価・換算差額等 

その他有価証券評価差額金 51,760 74,160 

為替換算調整勘定 △13,256 △2,811 

評価・換算差額等合計 38,503 71,349 

純資産合計 9,168,761 9,241,024 

負債純資産合計 13,576,458 13,811,978 
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(2) 【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】 

（単位：千円） 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年９月30日) 

売上高 5,869,056 

売上原価 4,716,373 

売上総利益 1,152,683 

販売費及び一般管理費 861,512 

営業利益 291,171 

営業外収益 

受取利息 6,646 

受取配当金 6,654 

不動産賃貸料 35,112 

為替差益 2,193 

その他 9,704 

営業外収益合計 60,311 

営業外費用 

支払利息 5,619 

売上割引 6,042 

不動産賃貸原価 3,767 

社債発行費 9,296 

その他 2,089 

営業外費用合計 26,815 

経常利益 324,667 

特別利益 

固定資産売却益 22 

特別利益合計 22 

特別損失 

固定資産除却損 13,723 

特別損失合計 13,723 

税金等調整前四半期純利益 310,966 

法人税、住民税及び事業税 126,122 

法人税等調整額 9,724 

法人税等合計 135,846 

四半期純利益 175,120 
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【第２四半期連結会計期間】 

（単位：千円） 

当第２四半期連結会計期間 
(自 平成20年７月１日 
 至 平成20年９月30日) 

売上高 2,970,522 

売上原価 2,427,838 

売上総利益 542,684 

販売費及び一般管理費 440,643 

営業利益 102,040 

営業外収益 

受取利息 4,145 

受取配当金 2,406 

不動産賃貸料 20,669 

その他 7,810 

営業外収益合計 35,032 

営業外費用 

支払利息 2,958 

売上割引 2,871 

不動産賃貸原価 1,884 

社債発行費 9,296 

為替差損 14,826 

その他 1,212 

営業外費用合計 33,049 

経常利益 104,023 

特別利益 

固定資産売却益 22 

特別利益合計 22 

特別損失 

固定資産除却損 679 

特別損失合計 679 

税金等調整前四半期純利益 103,367 

法人税、住民税及び事業税 98,757 

法人税等調整額 △51,429 

法人税等合計 47,327 

四半期純利益 56,039 
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】 

（単位：千円） 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー 

税金等調整前四半期純利益 310,966 

減価償却費 244,449 

退職給付引当金の増減額（△は減少） △21,351 

長期未払金の増減額（△は減少） △21,272 

貸倒引当金の増減額（△は減少） 13,514 

受取利息及び受取配当金 △13,300 

支払利息 5,619 

固定資産除却損 13,723 

売上債権の増減額（△は増加） 32,259 

たな卸資産の増減額（△は増加） △92,445 

仕入債務の増減額（△は減少） △208,092 

その他 57,978 

小計 322,050 

利息及び配当金の受取額 12,734 

利息の支払額 △4,900 

法人税等の支払額 △93,786 

営業活動によるキャッシュ・フロー 236,097 

投資活動によるキャッシュ・フロー 

定期預金の預入による支出 △450,000 

有価証券の償還による収入 55,000 

有形固定資産の取得による支出 △247,970 

有形固定資産の売却による収入 210 

投資有価証券の取得による支出 △54,595 

投資有価証券の売却による収入 1,276 

貸付金の回収による収入 1,992 

投資活動によるキャッシュ・フロー △694,087 

財務活動によるキャッシュ・フロー 

短期借入金の純増減額（△は減少） △100,000 

社債の発行による収入 300,000 

社債の償還による支出 △200,000 

自己株式の取得による支出 △97,300 

配当金の支払額 △116,838 

財務活動によるキャッシュ・フロー △214,138 

現金及び現金同等物に係る換算差額 △8,975 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △681,103 

現金及び現金同等物の期首残高 2,506,141 

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,825,037 
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当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第12号)及び「四半期財務諸表

に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第14号)を適用しております。また、「四半期連結

財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。 

  

該当事項はありません。 

  

【事業の種類別セグメント情報】 
当連結グループは、製品の種類・性質、製造方法、販売市場等の類似性から判断して、フェルト及
び不織布を専ら製造販売しているので、事業の種類別セグメント情報の記載を省略しております。 
  
【所在地別セグメント情報】 

全セグメントの売上高の合計及び全セグメントの資産の金額の合計額に占める「本邦」の割合がい
ずれも90％を超えているため、所在地別セグメント情報の記載を省略しております。 
  
【海外売上高】 

連結売上高に対し10％未満のため、海外売上高の記載を省略しております。 
  

該当事項はありません。 

  

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) セグメント情報

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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「参考資料」

（要約）前四半期連結損益計算書

（単位：千円）

前第１四半期連結会計累計期間

(自 平成19年４月１日
  至 平成19年６月30日)

Ⅰ 売上高 3,289,316

Ⅱ 売上原価 2,539,923

  売上総利益 749,393

Ⅲ 販売費及び一般管理費 405,686

   営業利益 343,707

Ⅳ 営業外収益

  受取利息 2,517

  受取配当金 2,895

  不動産賃貸収入 20,744

  為替差益 6,950

  その他 2,273

   営業外収益合計 35,382

Ⅴ 営業外費用

  支払利息 2,655

  売上割引 3,200

  たな卸資産廃棄損 1,446

  その他 185

   営業外費用合計 7,488

   経常利益 371,601

Ⅵ 特別損失

  固定資産除却損 19,782

   特別損失合計 19,782

   税金等調整前第１四半期(当期)純利益 351,818

   法人税、住民税及び事業税 92,156

   法人税等調整額 50,880

   第１四半期(当期)純利益 208,781
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（要約）前四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)

当第１四半期連結会計累計期間

(自 平成19年４月１日
 至 平成19年６月30日)

区          分 金     額

Ⅰ 営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前第１四半期純利益 351,818

減価償却費 87,207

退職給付引当金の減少額 △ 1,966

未払役員退職慰労金の減少額(△)又は増加額 △ 1,050

貸倒引当金の減少額(△)又は増加額 254

受取利息及び受取配当金 △ 5,413

支払利息 2,655

固定資産除却損 19,782

売上債権の増加額(△)又は減少額 26,685

たな卸資産の減少額 211,798

仕入債務の減少額 △ 201,370

その他 △ 63,463

 小計 426,939

利息及び配当金の受取額 3,741

利息の支払額 △ 2,125

法人税等の支払額 △ 189,037

営業活動によるキャッシュ・フロー 239,517

Ⅱ 投資活動によるキャッシュ・フロー

有価証券の償還による収入 100,000

有形固定資産の取得による支出 △ 187,176

投資有価証券の取得による支出 △ 301,800

貸付金の回収による収入 195

投資活動によるキャッシュ・フロー △ 388,781

Ⅲ 財務活動によるキャッシュ・フロー

配当金の支払額 △ 93,595

財務活動によるキャッシュ・フロー △ 93,595

Ⅳ 現金及び現金同等物に係る換算差額 △ 939

Ⅴ 現金及び現金同等物の増減額 △ 243,798

Ⅵ 現金及び現金同等物の期首残高 2,678,362

Ⅶ 現金及び現金同等物の第１四半期末残高 2,434,564
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